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★１１９番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。医療機関の情報は、児玉郡市広域消防本部指令課☎ 24-
１１１９でご案内します。診療科目によっては県外や本庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

　新型コロナウイルスの感染予防として、３つの密（密閉・密集・
密接）の回避が有効だと言われています。そして、マスクの着用
や手洗いと並んで、うがいや歯みがきも推奨されています。歯周
病やむし歯の治療をされた細菌の少ないお口の状態で、かみ砕き
や飲み込みなど行うことが、新型コロナウイルスの感染リスクを
低くします。もし、新型コロナウイルスに感染した場合でも重症
化を抑えることに役立つことがわかっています。

お口のケアとウイルス感染予防
　ウイルス感染は、口・鼻・目の粘膜からウイルスが侵入して起
こります。例えば、インフルエンザの場合、「お口の中が不潔だ
と感染リスクが高まる」という研究結果が大学などの研究機関か
ら多数報告されています。
　コロナウイルス感染の重症化のメカニズムは、コロナウイルス
感染によるウイルス性肺炎で弱った肺に、お口の中から細菌が侵
入し、細菌性肺炎が加わって重症化します。お口の機能が衰えて
飲み込みが悪くなったり、むせやすくなっている方は注意が必要
です。食べものや唾液がまちがって気管に入ってしまう「誤

ご え ん
嚥」が

起きて、それらと一緒に細菌が肺に入ってしまうからです（誤嚥
性肺炎）。また、コロナウイルスに感染してしまい、人工呼吸器
を装着するようなことになった場合にも、お口の細菌による二重
感染が起こることがあります。このようなことから、お口の健康
維持が大切であることがわかると思います。

歯科医院は安全なの？
　新型コロナウイルス流行当初、一部マスコミによる「歯科治療

はハイリスク」との誤報・バッシングがなされ、歯科にかかりた
くても通院を控える方がみられました。本当に歯科治療は、危険
なのでしょうか。歯科治療には、元々スタンダードプリコーショ
ンという考え方があります。これは、歯科医院にはいろいろな感
染症の方が来院する可能性があるため、感染症の有無にかかわら
ず安全に歯科治療ができるよう、滅菌処理を徹底するとともに、
使い捨ての材料・器具を使用しています。また、歯科医師会会員
の先生は平素からこれらに関する研修を受け、実践しています。
さらに新型コロナウイルスに対して、来院時の検温等健康チェッ
ク、換気の励行、ゴーグル・フェイスシールド等の防護対策、消
毒薬を使ったこまめな清掃、密を避けるための予約制診療等々、
可能な限りの対策を行っています。一般的な社会生活の環境より
も、より厳格な管理が行われています。

最後に
　健康なお口で十分に栄養を取り、免疫力を上げることが大切で
す。私たち歯科医師は、皆さまのお口の健康を守ることを通じて、
新型コロナウイルス克服のバックアップをしていきます。
　歯科医療は、ライフラインをつなぐ生活の医療です。お口に関
してトラブルや相談がある場合、躊

ちゅうちょ
躇せずにかかりつけ歯科医に

受診されることをお勧めします。
　『あなたにもできるコロナ対策』の詳しくは、
本庄市児玉郡歯科医師会ホームページ『お知ら
せ』に掲載されている、歯ッピー 10 号をご覧
ください。

本庄市児玉郡歯科医師会ホームページはこちらから▲

医療メモ あなたにもできるコロナ対策      本庄市児玉郡歯科医師会　　　

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、入院の
必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　日曜・休日・年末年始（12/30 ～１/ ３）・平日木曜  
　　　　　　日夜間

▼診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　　　　　（平日木曜日夜間は午後８時～ 10 時）
※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時 45 分までに受付をしてください。

●在宅当番医療機関　▶診療時間   午前９時～正午

３月７日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎ 34- ２３１３

３月14日㈰ 飯塚内科産婦人科 栄１丁目 ☎ 24- ６３１１

３月20日㈷ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎ 24- ２３１３

３月21日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎ 22- ２０４８

３月28日㈰ 辻クリニック 上里町七本木 ☎ 35- １１１６

４月４日㈰ あたご山クリニック 中央１丁目 ☎ 22- ８７３３

※在宅当番医は変更になる場合がありますので、電話でご確認の
うえ、お出かけください。

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関情報の提
供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休
埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児相談には
対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○小児救急電話相談　#8000 又は☎ 048-833-7911
新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
☎ 0570-783-770　
蕭 048-830-4808（埼玉県感染症対策課内）
▶受付時間　24 時間
※発熱などの症状がある場合は、「埼玉県指定 診療・検査医療機
関」に事前予約のうえ、受診してください。診療・検査医療機関
が不明な場合は、埼玉県受診・相談センターへ。
☎ 048-762-8026　※日曜日を除く午前９時～午後５時 30 分
蕭 048-816-5801

休日・夜間の急病のときは…

〕

子育て支援のお知らせ

　幼児教育・保育無償化に伴い、新制度に移行してい
ない幼稚園、認可外保育施設の利用者に、給食費とし
て実費徴収している費用のうち「副食費」の一部を補
助します。
●補助対象期間
　令和２年４月～令和３年 3 月分
●対象　１～３を全て満たす子の保護者
１．市内在住
２．新制度に移行していない幼稚園、認可外保育施設   
（無償化認定施設）に通っている

３．市民税所得割合算額が 77,101 円未満の世帯又は、
第３子以降の子どもである

※第３子とは、保護者が３人以上養育する子どものう
ち、市内に住む３番目以降の子ども（同一世帯内のみ）。

●用意
１．子育て支援課（市役所２階）で配付する申請書及

び請求書
２．月ごとの実費負担額（副食費分）が分かる領収書

の写し
３．認印（朱肉を使用するもの）
４．申請者の振込先口座の分かるもの（通帳の写し等）
※その他状況により必要になる書類があります。
●申込　なるべく３月

31 日㈬までに申請
書類を添えて直接子
育て支援課へ

　保育所・幼稚園等で使用する日用品・文房具等の購
入に要する費用、行事への参加費用等を補助します。
●補助額　月額 2,500 円を上限とし、保育所等に実費

で支払った金額
※令和２年４月～令和３年３月分。
●対象　１～３を全て満たす方
１．保育所、幼稚園等にお子さんが通っている市内在

住者　　
２．生活保護世帯又は住民税非課税世帯のうち、次の

⑴⑵のいずれかに該当する世帯
⑴母子及び父子家庭で現に児童を扶養している方
⑵次のいずれかに該当する方のいる世帯

①身体障害者手帳の交付を受けた方
②療育手帳の交付を受けた方
③精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方
④特別児童扶養手当の支給対象児
⑤障害基礎年金等の受給者

３．日用品・文房具等の購入に要する費用、行事への
参加費等の実費負担がある方

●用意　
１．子育て支援課（市役所２階）で配付する申請書及

び請求書
２．月ごとの実費負担額が分かる書類（領収印が押さ

れた集金袋等）の写し
３．認印（朱肉を使用するもの）　
４．保護者の振込先口座の分かるもの（通帳の写し等）
●申込　なるべく３月 22 日㈪までに申請書類を添え

て直接子育て支援課へ

幼稚園、認可外保育施設の副食費を補助します幼稚園、認可外保育施設の副食費を補助します
申請は３月 31 日㈬まで申請は３月 31 日㈬まで

保育所・幼稚園等で購入した文房具等の購入費用の一部を補助します保育所・幼稚園等で購入した文房具等の購入費用の一部を補助します
申請は３月 22 日㈪まで申請は３月 22 日㈪まで

★子育て支援課☎ 25- １１４３
　

★子育て支援課☎ 25- １１４３
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